
地域観光業の新たな拠点となる漁協直営事業

１ 漁協直営による水産物の販売拠点の構築
① 平成17年度に漁協直営による物産館・レストラン「港の駅めいつ」を整備。
② 来客数の増加に対応するため、平成26年度に施設規模（延べ床面積）を2.3倍に拡大。

２ 水産物を核とする販売拠点から地域の観光拠点へ
① 市内の飲食店と新たなご当地料理やお土産品（図１）の開発に取り組む。

３ 地元に水揚げされる魚のブランディングによる新たな観光資源の創出
① 平成29年に地元定置網で漁獲されるアジをブランド化（図２）。

② ブランドアジの祭りや地元飲食店と連携した料理フェアに取り組む。

南郷漁協（宮崎県）

◎平成17年度に漁協直営による物産館・レストラン事業を立上げ、漁協収益の大きな柱に

◎地域の飲食店と様々な連携を図ることで、水産物の販売拠点から地域の観光拠点へ

◎地元に水揚げされる魚のブランディングによる新たな観光資源の創出
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図２ 地元定置網で漁獲される
ブランドアジ【めいつ美々鯵】

・平成17年度の整備当初から「港の駅めいつ」の年間販売高は１億５千万円を超え、漁協の新たな
収入源となった。平成26年度の施設規模の拡大に加え、市内の飲食店と新たなご当地料理や土産
品の開発により年間販売高はおよそ3億円にまで伸びている。また、年間来場者数もコロナ禍を経
て回復傾向にある（図３）。

・地元定置網で漁獲される旬のアジは、ブランド化により魚価が大幅に向上した。
令和3年 めいつ美々鯵：508円/kg、非ブランドアジ：248円/kg
令和4年 めいつ美々鯵：451円/kg、非ブランドアジ：279円/kg

図３ 「港の駅めいつ」販売高及び来場者数の推移

図１ 開発したお土産品
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図１ 開発したお土産品

図２ 地元定置網で漁獲される
ブランドアジ【めいつ美々鯵】
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